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2024/11/15 

準備委員会メンバー共有用 

なんば広場 幹事会議事メモ 

 

日時： 2024 年 11 月 15 日(金)13：00～14：15 

場所： パークスタワー7 階 

参加： 戎橋筋商店街   菊地氏、青木氏、山本氏(途中退出) 

 なんさん通り商店会  木村氏(途中退出)、丹野氏(途中退出)、木本氏、菊澤氏 

髙島屋    藤原氏、井原氏 

マルイ    田中氏(途中退出) 

南海電鉄        平木氏、寺田氏、入江氏、大前氏、廣田氏、稲元（記） 

HBP    泉氏、岸本氏、 

 

１． 今週の論点 

（１） 【報告】なんば広場のクリスマス装飾について(プレゼントボックス) 

(入江氏より報告) 

・警察協議が完了し、実施に向けてやり取りを進めている。 

LINES を広場に設置する際には、府警本部との現地立会を行ったが、今回は南署から府警本部

への報告をする形で了承を得ており、以前よりスムーズに協議を終えることができた。 

・実施内容としては、中央部分に 4 メートル弱のクリスマスボックスを設置し、周辺にベンチや光る

机椅子を設置する。日常的に設置している机椅子を設置したまま実施することで、憩いの空間を華

やかにする。12 月の 1 週目から工事を行い、12 月 6 日～25 日の期間で点灯、その後 2,3 日の撤

去期間を予定している。 

・告知の際には、ご協力をお願いしたい。 

 

(上記内容を踏まえて質疑応答・ご意見) 

・プレゼントボックスはカウントダウンイベントでも設置するのか。 (木村氏) 

→設置しない。(入江氏) 

 

（2）【意見交換】12 月の広場のイベント＆維持管理協力金について 

(廣田氏より報告) 

➀12/1(日)：サンタチャリティライブ／主催：大阪活性化事業実行委員会 ※協議済 

・本催事は、ＯＳＡＫＡあかるくらぶ副理事長である梅田氏の企画のもと、大阪活性化事業実行委

員会が主催となり、実施される。同日にＯＳＡＫＡあかるくらぶが主催するサンタラン(参加者がサン

タクロースの恰好でパレードを行う慈善イベント)が実施されるため、なんば広場も連携する形で利

用いただく。 
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・当日は、西側半面のみを利用する。催事趣旨に賛同するアーティストによるゴスペルや、キッズダ

ンスの実施にて賑わいを創出すると共に、募金等の慈善活動を実施するブースを設置する。社会

的な取り組みを目的とした催事のため、なんば広場の利用方法として相応しいと考えている。 

 

・本催事の維持管理協力金を全額免除としてはどうかと考えている。理由として、本催事は販売ブ

ースがなく、出展者/出演者さんを含み全員が手弁当で開催されるからである。慈善活動という催

事趣旨に賛同して集められた協賛金が、維持管理協力金に充てられ、本来の目的に使用されなく

なってしまう。(入江氏) 

 

(上記内容を踏まえて質疑応答・ご意見) 

・参加人数 300 人とはどの人数か。(菊地氏) 

→なんば広場への一般来街者数として想定している人数である。(廣田氏) 

・現状、慈善活動イベントに対する減免基準を設けていない。今後も慈善活動イベントの依頼があ

るかもしれないので、基準を作る必要がある。(菊地氏) 

→慈善活動イベントの中でも、今回は 2 点特出する点があると考えている。1 つ目は販売活動を催

事で実施しないこと、2 つ目は地元からの賛同を受けていることである。全ての慈善活動イベントに

おいて減免するのではなく、上記の観点を踏まえて減免基準を設けるのはどうか。(入江氏) 

・今回は現状の減免基準で読み解く必要がある。現状の減免基準において、全額免除を認められ

ないのであれば、一度、維持管理協力金を収めていただき、同額を準備委員会で寄付するのはど

うか。(木本氏) 

→準備委員会では補助金を受けている都合上、寄付行為が可能か定かではないため、今回は減

免基準にて、最大 10 割減免が可能な「非営利活動を行う地域利用」として読み解くことが望ましい

と、事務局では考えている。(入江氏) 

・全ての慈善活動イベントにおいて全額免除が可能とするのではなく、地元団体が応援していると

いう視点は大切だと思う。(木村氏) 

→地域一体となって実施される慈善活動イベントは、本来イベント開催に必要な維持管理協力金

分を、準備委員会として協力するという考え方ができると考えている。(入江氏) 

・地域の協賛の取り付けと、維持管理協力金の減免を決める順番が、互い違いにならないように気

を付ける必要がある。今回、戎橋筋商店街として本取組みに協賛しているが、なんば広場の維持

管理協力金の減免につながるという点は考慮せずに判断している。(菊地氏) 

・複数団体のイベントの開催希望日が重なった場合は、どのように対応するのか。(木村氏) 

→現状先着順とさせていただいている。(入江氏) 

 

(結果) 

⇒サンタチャリティライブは、現状の減免基準(分類:地域活動 内容:非営利活動)として読み解き、

維持管理協力金は 10 割減免とする。 
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➁12/31(火)：カウントダウンパーティー／主催：大阪活性化事業実行委員会 ※未協議 

・先日から打ち合わせを始めており、昨年のカウントダウンパーティーの知見を踏まえて、より安全

管理がしやすい体制での実施を考えている。また、新たな試みとして、東宝南街ビル壁面に映像

投影が計画されている。 

・大晦日は、ハロウィンと同様に警備の増強等の対策が必要な日であるため、催事を開催してもらう

ことで、広場の秩序を保っていただくことから、地域環境保全に寄与する。また、壁面への映像投

影はイベントとして初の試みであり、社会実験の検証に協力する取り組みといえる。 

・減免基準に基づき、地域環境保全/社会実験の検証に協力する取り組みの観点から、最大 10 割

の減免が可能だと考えている。皆さんの意見を踏まえて、維持管理協力金の金額を交渉していく。 

 

(上記内容を踏まえて質疑応答・ご意見) 

・警備費用は大阪活性化事業実行委員会が負担するのか。(木村氏) 

→イベント警備として、大阪活性化事業実行委員会に負担していただく。(廣田氏) 

・これまでの大阪活性化事業実行委員会主催の催事の減免割合はいくつか。(菊地氏) 

→初回のミナミフェスは 10 割、それ以降は 9 割である。(廣田氏) 

→今回も 9 割はどうか。(菊地氏) 

・2024 年 12 月 31 日が平日火曜日だが、世間一般的に休日のため、休日料金からの減免で良い

か。(廣田氏) 

→休日料金とするのは難しいと考える。特異日を定めてルールに明記することで、以降は休日料

金として対応できるようにするのはどうか。 (菊地氏) 

 

(結論) 

⇒昨年同様、9 割減免。 

⇒ハロウィンやクリスマス、年末年始等は特異日と定め、休日料金を適用できるように検討する。 

 

（３）【意見交換】ベトナムイベントの維持管理協力金について 

（入江氏より報告） 

・主催者側都合により警察協議完了後に急遽中止となったため、維持管理協力金を 11 月末期限

で全額(352 万)請求しているが、主催者側では資金力を理由に 3 割しか払えないと伝えられた。 

現状、11 月末に全額の回収が難しいと予想される。引き続き、交渉していく。 

 

(上記内容を踏まえて質疑応答・ご意見) 

・落としどころをどうするかという問題だと考える。(菊地氏) 

・契約は主催者ではなく、東邦宣伝と結んでいたのか。(井原氏) 

→メール等のやり取りから、警察協議完了時点で本契約が成立する旨はご理解いただいた上でや
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り取りを進めていたが、申し込みが書面上完了していない状況だった。(入江氏) 

・東邦宣伝は支払わないのか。(井原氏) 

→東邦宣伝の見解としては、維持管理協力金は主催者が払うものだと主張している。(入江氏) 

・いったん月末まで待つしかないのではないか。(木本氏) 

・南海の弁護士はどのような見解なのか。(井原氏) 

→まだ確認をしていない。(入江氏) 

→専門家の意見を聴くべきだ。(木本氏) 

・国際的な取り組みとしては良かったが、組織基盤によってはリスクがあることを考える必要がある。

(山本氏) 

→韓国イベントではしっかりした団体(韓国観光公社)が主催だったが、ベトナムイベントは現地政

府や領事館の後援はあるものの、主催は一般社団法人だった。信用リスクが顕在化してしまったこ

とは、今回の反省点だ。(入江氏) 

・社会実験期間のため、今回の反省を活かしていくことが大切だ。金額はある程度融通をきかせな

がら対応せざるを得ないのではないか。(木本氏) 

・このような団体に対して、どのように対応するのかルール化する必要がある。(菊地氏) 

 

(結果) 

⇒弁護士の見解も含めて、適宜状況を報告させていただく。 

 

（４）その他 

(廣田氏により報告) 

・12 月・1 月の献血について 

12 月は 15 日(日)/21 日(土)/22 日(日)の計 3 日間。1 月は 2 日(木)/3 日(金)/4 日(土)/9 日(木)/11

日(土)の計 5 日を利用したいという申し出があった。 

 

(上記内容を踏まえて質疑応答・ご意見) 

・なんさん通り商店会の意向を尊重するべき。(菊地氏) 

・工事中は受け入れるということで以前の幹事会で結論づけている。献血車が来ることで少しでも

賑わうのであれば、実施してもらって良いと考える。(菊澤氏) 

・利用できることが当然のこととならないように、一言伝えることも必要だ。(木本氏) 

 

(結論) 

⇒なんさん通りの工事完了後には運用形態が変わる旨を伝えつつ、12 月・1 月も献血を引き受け

る。 

 

・自転車押し歩き啓発を 18 日(月)14 時 20 分から実施する。ご参加をご協力お願いしたい。(平木
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氏) 

・なんさん通り北区間車道の半たわみ舗装工事を 15 日夜から実施する。完成は 30 日夜を予定し

ている。(平木氏) 

 

・1 月の幹事会の開催日程をできるだけ早期に決めていただきたい。(菊地氏) 

→1 月の金曜日は地域でさまざまな行事の開催が予定されている。状況が把握できた段階で早期

に決定する。 

 

２． 広場のイベント予定 

・11/17(日)：大阪市健康づくりプロモーション／主催：大阪市健康局 ※協議済 

・12/1(日)：サンタチャリティライブ／主催：大阪活性化事業実行委員会 ※協議済 

・12/31(火)：カウントダウンパーティー／主催：大阪活性化事業実行委員会 ※未協議 

 

３． 今後の日程 

・12/6(金) 13:00～15:00 幹事会 ＠準備委員会事務所(河原センタービル)  

・12/20(金) 13:00～15:00 幹事会 ＠準備委員会事務所(河原センタービル)  

 

 

以上 


